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◆実施期間　４月１日㈯～令和６年３月30日㈯
◆対象者　検査日時点で40歳以上の人
　※ただし、次に該当する場合は対象外です。
◦明らかな上部消化器症状があり、胃や十
二指腸潰瘍が強く疑われる
◦食道、胃、十二指腸で治療中である
◦胃や十二指腸の手術歴がある
◦腎不全と診断されたことがある
◦過去にピロリ菌を除菌したことがある
◦過去にピロリ菌検査を受けたことがある

◆自己負担額　千円
◆実施方法　血液検査または尿検査（抗体検査）
◆申込方法
健康・保険課の窓口または電話で申し込んで

ください。受付後、申請書を郵送します。申
請書を受け取ってから医療機関に予約をして
ください。
◆町指定医療機関

河野内科クリニック
菊陽あきたクリニック
菊陽中部クリニック
熊本リハビリテーション病院
さかぐち消化器・内科クリニック
仁誠会クリニック光の森
ハル内科皮フ科クリニック
東熊本第二病院
本多内科胃腸科医院
武蔵しもむら医院

※ピロリ菌に感染していた場合の除菌治療は
自己負担です。
※保険診療で除菌治療を行う場合は、別途胃
カメラの検査を受ける必要があります。

医療機関でピロリ菌検査が受けられます
早めに予防接種を受けましょう

種類 対象者 接種期間 費用 接種場所

麻しん・風しん
混合（ＭＲ）

第１期 １歳～２歳の誕生日前日 １歳～２歳の
誕生日前日

無料

令和５年度予防接
種だよりに掲載

第２期
小学校入学前の１年間

（平成29年４月２日～
平成30年４月１日生まれ） ４月１日～

令和６年３月31日

対象者には、４月
上旬に予診票と指
定医療機関一覧表
を送付しますジフテリア・破傷風

（DT）二種混合 小学６年生（令和５年度）

◆医療機関へ持っていくもの
　◦案内通知
　◦保険証など本人確認書類
◆令和５年度（2023年度）の対象者
　①過去に一度も成人用肺炎球菌ワクチン接種を受けたことがない人で、下表の年齢の人

予防接種名 対象年齢 生年月日 回数 自己負担額 接種場所

成人用
肺炎球菌
ワクチン

65歳 昭和33年４月２日～昭和34年４月１日生まれ

１回 3,200円 指定
医療機関

70歳 昭和28年４月２日～昭和29年４月1日生まれ

75歳 昭和23年４月２日～昭和24年４月１日生まれ

80歳 昭和18年４月２日～昭和19年４月１日生まれ

85歳 昭和13年４月２日～昭和14年４月１日生まれ

90歳 昭和８年４月２日～昭和９年４月１日生まれ

95歳 昭和３年４月２日～昭和４年４月１日生まれ

100歳 大正12年４月２日～大正13年４月１日生まれ

②60歳以上65歳未満で、心臓、腎臓、呼吸器の機能の障害またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫
の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障がいがある人
※①の対象者には４月上旬に個別通知します。町ホームページにも掲載します。

成人用（高齢者）肺炎球菌ワクチン接種の費用を
一部助成します

◆対象者
◦小学６年生～高校１年生相当の女子
◦平成９年４月２日生まれ～平成19年４月１日
生まれの女性でＨＰＶワクチンを未接種または、
合計３回接種していない人

◆接種回数
３回（小学６年生～15歳未満で９価ワクチンを接
種した場合に限り、２回接種もできます。）
◆接種間隔
３回接種の場合：２回目は、１回目から２カ月後、
３回目は１回目から６カ月後
２回接種の場合：２回目は、１回目から６カ月後
※詳細は、町ホームページを参照ください。

ＨＰＶ（子宮頸がん予防）９価
ワクチンが定期接種になります

四種混合ワクチンの接種
開始時期が生後３カ月
から生後２カ月に変更
　これまで、生後３カ月から接種すること
になっていた四種混合（ジフテリア、破傷
風、百日咳、不活化ポリオ）ワクチンが、
４月１日より、生後２カ月から接種できる
ようになりました。接種間隔など、ほかの
変更はありません。

健康情報 問 健康・保険課　保健予防係
　 ☎（232）4912

麻しんや風しんは、春から夏にかけて流行します。できるだけ早く免疫を獲得するため、４月から６
月の間に予防接種を受けましょう。また、小学６年生はジフテリア・破傷風（DT）二種混合を接種しま
しょう。

肺炎球菌は、主に気道の分泌
ぴつ
物に含まれる細菌です。だ液などから飛沫

まつ

感染し、肺炎や気管支炎などの重い合併症を引き起こすことがあります。

ピロリ菌（ヘリコバクター・ピロリ）は、胃がん
などの病気を発症する原因となることがありま
す。血液または尿の検査で感染の有無を調べる
ことができます。

日本国内で定期接種として使用できるワクチンは、
２価ワクチン（サーバリックス）と４価ワクチン
（ガーダシル）の２種類でしたが、４月１日から、９
価ワクチン（シルガード９）も無料で接種できます。


